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多人数・マルチモーダルインタラクション研究

のためのプラットフォーム構築 
 

坊農真弓†  角康之††  高梨克也††† 
岡田将吾†††† 菊地浩平†  東山英治†/* 

 
本研究発表では，多人数・マルチモーダル研究に対する我々のアプローチを紹介
する．具体的には，日常的インタラクションデータの収録は「技術」「理論」「フ
ィールド」の 3 つの側面を検討することが重要であることを指摘し，多人数・マ
ルチモーダルインタラクション研究のためのプラットフォーム構築に向けた 5～
6 時間程度の公開可能なサンプルデータ収録の詳細を報告する．

 

Establishing a Platform for Analysis of 
Multiparty and Multimodal Interaction  

 

Mayumi Bono†  Yasuyuki Sumi††  Katsuya Takanashi††† 
Shogo Okada††††  Kouhei Kikuchi† and Eiji Toyama†/* 

 
In this presentation, we introduce our approach toward multiparty and multimodal 
interaction studies. In particular, we point out the importance that we focus on three 
aspects, ‘technology’, ‘theory’ and ‘real field’, to collect naturally occurring interaction 
data, and report the details of collecting 5-6 hours sample data for establishing a platform 
for analysis of multiparty and multimodal interaction.  

 

1. はじめに  

我々の日常は，家庭内や友人間といったプライベートなインタラクションのみなら

ず，老人医療施設や福祉施設といった医療福祉現場，カウンセリングや特別支援学級

といった学校教育現場などの様々な機関が関わるインタラクションによって支えられ

ている．少子高齢化に対する打開策や身体障害者の社会参画支援等は，多くの分野に

とって緊急に対応すべき課題であり，実際にどのような解決すべき問題が存在してい

るのかは，日常的インタラクションデータの収録とその分析から詳らかにされていく

べきである．つまり，情報機器に取り囲まれた我々の日常生活の現状やニーズに即し

たインタフェースデザインを議論するためには，実際のインタラクションデータの収

録とその分析が必要不可欠であると考えられる．  
本研究プロジェクト[a]の目標は，日常的インタラクションデータを収録する際の個

人情報の保護や将来的なデータ共有に向けた手続きといった諸問題を検討するための

研究プラットフォームを構築することである． 
近年，情報学を始めとした人と人とのコミュニケーションの理解に感心のある分野

では，人の日常生活における様々なやり取りの情報を画像データや音声データといっ

た形式で集積してアノテーションを付与し，その中から知識伝達の手法を探し出すと

いったプロジェクトが開始されつつある．しかしながら，そういったプロジェクトの

多くは，人々の生き生きとしたやり取りを収録するために，常に個人情報の保護やプ

ライバシーの侵害の問題を回避するための工夫をデータ収録デザインに施す必要があ

り，そうした作業に多くの時間が割かれてきた．こういった背景は，データ収録を主

とした様々な研究プロジェクトに対し，研究成果発表を遅らせ，またインタラクショ

ンデータの豊かさや多様性を削がせる結果を導く可能性がある．またこれまで日常的

インタラクションデータの収録を中心課題としてこなかったメディア処理技術(例：デ

ータマイニング，ユビキタスコンピューティング)に関する研究者もここ 10 年，デー

タ収録を重視するようになっており，個人情報の保護やプライバシーの侵害の回避に

ついて議論が重ねられている．データ収録における個人情報の保護とプライバシーの 
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4. おわりに 

本研究発表では，これまで個々のプロジェクトが独自の手法で回避してきた個人情

報に関する問題に対する統一的手法を確保し，日常的なインタラクションデータを収

録・集積するためのモデルケースとなる手法を提示するといった本研究プロジェクト

のアプローチを述べた．また，5～6 時間程度の公開可能なサンプルデータの収録およ

び多人数・マルチモーダルコーパス作成の詳細を記述した．今後は，これらの情報を

広く公開することで日常的インタラクションデータ収録・集積のためのガイドライン

を整備していく予定である．これまでの活動及び今後の研究の進捗はホームページな

どを通して随時公開していく予定である[13]． 
 
謝辞 本研究プロジェクトを進めるためにご協力頂いた皆様に，謹んで感謝の意を

表する． 
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